
一 般 質 問
（ 要 旨 ）

水のきらめき
（多摩川）

未
設
置
と
な
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
財
政
状
況
や
地
域
の
意
見

を
総
合
的
に
勘
案
し
、
検
証
し

て
い
く
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
①
市
と
開
発

事
業
者
と
の
協
議
に
よ
り
、
当

初
の
計
画
か
ら
変
更

に
な
っ
た
点
は
。
②

諸
課
題
は
。

答
弁　

①
当
初
の
土

地
利
用
計
画
か
ら
、

協
議
を
重
ね
る
中
で

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
一
定
の

理
解
を
得
ら
れ
、
建
物
の
集
約

等
に
よ
っ
て
ま
と
ま
っ
た
緑
空

間
を
確
保
す
る
計
画
に
変
更
さ

れ
た
。
②
周
辺
環
境
へ
の
影
響

や
交
通
課
題
等
が
あ
る
た
め
、

環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
く

手
続
き
の
動
向
を
踏
ま
え
、
関

係
機
関
と
連
携
し
解
決
に
向
け

て
努
め
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て
、
誰
も
が
使
い
や
す

く
、
恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
デ
ジ

タ
ル
化
の
構
築
を
力
強
く
進
め

る
べ
き
と
考
え
る
。
①
導
入
予

定
の
「
書
か
な
い
窓
口
」
の
内

容
は
。
②
遺
族
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
お
悔
や
み
窓

口
を
設
置
し
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
手
続
き

が
で
き
る
取
り
組
み

を
進
め
る
考
え
は
。

答
弁　

①
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
等
を
活
用
し
、
ま

ず
は
住
民
異
動
等
の
手
続
き
か

ら
導
入
す
る
。
②
負
担
軽
減
に

つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

場
所
等
の
課
題
も
あ
る
た
め
、

窓
口
Ｄ
Ｘ
の
推
進
と
併
せ
て
市

民
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
の
で

き
る
窓
口
の
在
り
方
に
つ
い
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

カ
ー
ボ
ン
ハ
ー
フ
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
資

源
化
が
可
能
な
家
庭
用
廃
食
用

油
は
、多
く
の
自
治
体
で
回
収
・

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
常
時
回
収
を
行
い
、
利

活
用
を
図
る
考
え
は
。

答
弁　

今
年
４
月
の
環
境
緑
花

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
回
収
を
実

施
し
た
。
今
後
、
活
用
方
法
等

を
確
認
し
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問　
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
、

①
多
様
性
に
配
慮
し
た
防
災
対

策
の
観
点
か
ら
、
女
性
が
避
難

所
運
営
等
に
参
画
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
る
。
地
域
防
災
会

議
に
お
け
る
女
性
登
用
の
目
標

を
30
％
と
し
て
い
る
が
、
状
況

は
。
②
災
害
時
の
在
宅
避
難
を

想
定
し
、
防
災
用
ト
イ
レ
等
の

備
蓄
を
周
知
・
啓
発
す
る
考
え

は
。
③
防
災
行
政
無
線
の
内
容

を
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
確
認
で

き
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
弁　

①
令
和
６
年
度
は
16.2
％

で
あ
る
が
、
女
性
が

主
体
的
に
参
画
で
き

る
よ
う
努
め
て
い
く
。

②
有
効
な
事
例
の
周

知
・
啓
発
を
図
っ
て

い
く
。
③
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て
市
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
へ
の
自
動
発
信
を

行
っ
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な

手
段
を
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
虐
待
や
貧
困

は
悪
化
し
、
い
じ
め
、
不
登
校
、

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
問
題
が
深

刻
で
あ
る
。
①
子
ど
も
・
若
者

未
来
対
策
推
進
計
画
に
基
づ
き

施
策
を
進
め
て
い
る
が
、
子
ど

も
や
保
護
者
の
声
を
施
策
に
ど

の
よ
う
に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

②
子
ど
も
の
権
利
条
約
に
基
づ

き
、
子
ど
も
の
権
利
条
例
を
制

定
す
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
子
ど
も
未

来
会
議
を
開
催
す
る

な
ど
、
様
々
な
機
会

を
捉
え
、
子
ど
も
・

若
者
か
ら
の
意
見
を

施
策
へ
反
映
し
て
い
き
た
い
。

②
こ
ど
も
基
本
法
に
お
い
て
地

方
自
治
体
な
ど
の
責
務
が
明
確

に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
の
権
利
条
約
を
踏
ま
え
、

子
ど
も
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

在
日
米
軍
横
田
基
地
問

い
て
、
周
辺
市
町
基
地
対
策
連

絡
会
で
要
請
し
て
い
る
。
③
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ｓ
等
に
係
る
国
の
対
応
状

況
に
つ
い
て
、
迅
速
か
つ
正
確

な
情
報
提
供
が
さ
れ

る
よ
う
都
と
周
辺
市

町
連
絡
協
議
会
を
基

軸
に
対
応
し
て
い
く
。

質
問　

市
役
所
敷
地

内
の
Ａ
バ
ス
の
停
留

所
は
狭
く
、
危
険
で
あ
る
。
域

外
の
バ
ス
停
側
へ
の
移
動
を
求

め
て
き
た
が
、
考
え
は
。

答
弁　

ル
ー
ト
見
直
し
の
際
に

実
施
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
の
意
見
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

市
立
小
中
学
校
ト
イ
レ

洋
式
化
・
乾
式
化
早
期
実
施
計

画
を
新
た
に
策
定
し
た
と
の
こ

と
だ
が
、
具
体
的
な
計
画
は
。

答
弁　

令
和
６
年
度

か
ら
８
年
度
ま
で
に
、

小
中
学
校
の
校
舎
の

洋
式
化
率
95
％
以
上

を
目
標
に
工
事
を
実

施
し
て
い
く
。

質
問　

子
ど
も
の
権
利
侵
害
や

Ｄ
Ｖ
被
害
等
、
様
々
な
課
題
が

山
積
す
る
離
婚
後
の
共
同
親
権

の
導
入
に
あ
た
り
、
①
施
行
ま

で
の
期
間
で
強
化
・
整
備
す
べ

き
体
制
等
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

②
当
事
者
の
た
め
の
相
談
窓
口

を
強
化
す
べ
き
。

答
弁　

①
当
事
者
が
不
利
益
を

被
ら
な
い
よ
う
、
改
正
民
法
の

理
解
を
深
め
全
庁
で
情
報
共
有

を
行
い
、
慎
重
か
つ
丁
寧
な
対

応
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

②
研
修
会
を
開
催
し
て
職
員
の

習
熟
度
を
高
め
、
適
切
な
対
応

が
図
れ
る
よ
う
、
取
り
組
む
。

質
問　

Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭
島
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て
、
①
現
場
で
市

民
の
声
を
聞
く
た
め
に
も
、
開

発
地
域
に
係
る
玉
川
上
水
南
側

地
区
地
区
計
画
の
説
明
会
に
、

市
長
や
副
市
長
も
出
席
す
べ
き
。

②
都
議
会
に
お
い
て
意
見
付
採

択
さ
れ
た
陳
情
を
踏
ま
え
、
今

後
の
市
と
し
て
の
対
応
は
。

答
弁　

①
市
長
の
補
助
機
関
と

し
て
担
当
部
職
員
が
出
席
し
て

お
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
②
安
全
で
円
滑
な
道
路

交
通
環
境
の
確
保
の
重
要
性
は

市
も
同
様
の
考
え
で
あ
り
、
交

通
管
理
者
で
あ
る
警
視
庁
等
と

連
携
し
、
協
議
・
検
討
を
進
め

る
。

質
問　

市
の
保
有
施

設
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
含
有
泡
消
火
剤
の

有
無
に
つ
い
て
、
総

点
検
を
行
う
よ
う
求

め
た
が
、
実
施
し
た

の
か
。

答
弁　

一
斉
点
検
の
結
果
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
地
下
駐
車

場
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。
７
年

度
の
大
規
模
改
修
工
事
と
は
別

に
工
事
を
行
い
、
年
内
に
は
撤

去
が
終
了
す
る
予
定
で
あ
る
。

題
に
つ
い
て
、
①
オ
ス
プ
レ
イ

の
墜
落
事
故
の
原
因
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
な
い
。
国
へ
原
因

究
明
、
対
応
策
を
求
め
る
べ
き
。

②
日
米
友
好
祭
に
伴
う
航
空
機

騒
音
な
ど
、
主
催
者
側
の
安
全

対
策
の
徹
底
を
国
へ
強
く
求
め

る
べ
き
。
③
日
米
地
位
協
定
の

環
境
補
足
協
定
に
基
づ
き
、
基

地
内
の
土
壌
・
水
質
検
査
を
国

へ
求
め
る
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

①
都
と
周
辺
市
町
連
絡

協
議
会
と
の
連
携
を
基
軸
に
、

詳
細
な
事
故
原
因
を
明
ら
か
に

し
、
安
全
対
策
を
講
じ
る
よ
う

要
請
し
て
い
く
。
②
国
や
米
側

へ
徹
底
し
た
安
全
対
策
等
に
つ

質
問　

宿
泊
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

の
被
災
地
で
あ
る
北
陸
４
県
を

対
象
地
域
と
し
て
拡
充
す
る
考

え
は
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
の
事
業
効
果

を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
被
災
状
況
や

復
興
状
況
等
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

中
学
校
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ

い
て
、
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　

今
年
度
よ
り
学
識
経
験

者
や
保
護
者
等
を
含
め
た
協
議

会
を
新
た
に
立
ち
上
げ
、
具
体

的
な
検
討
を
進
め
る
。
学
校
と

地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
り
生

徒
が
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
芸
術
活

動
に
継
続
し
て
親
し
め
る
環
境

を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
教
員

が
休
日
の
部
活
動
に
携
わ
る
必

要
の
な
い
環
境
の
構
築
に
向
け

て
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問　

ト
イ
レ
が
未
整
備
の
公

園
に
つ
い
て
、
計
画
的
整
備
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
富
士

見
公
園
の
ト
イ
レ
設
置
に
つ
い

て
、
見
解
は
。

答
弁　

富
士
見
公
園
に
つ
い
て

は
整
備
当
時
、
地
元
自
治
会
よ

り
防
犯
上
等
の
理
由
か
ら
設
置

不
要
で
あ
る
と
の
要
望
を
受
け
、
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防
衛
施
設
周
辺
整
備
事
業

に
係
る
補
助
事
業
採
択
基
準

等
の
適
切
な
見
直
し
を
求
め

る
こ
と
を
要
請
し
ま
し
た
。

補
助
制
度
の
拡
充
や
航
空

機
騒
音
等
の
軽
減
な
ど
、
基

地
周
辺
整
備
対
策
の
推
進
に

つ
い
て
要
請
し
ま
し
た
。

公
明
党
昭
島
市
議
団 

大
島 

ひ
ろ
し 

議
員

互
い
に
支
え
合
い
、

尊
重
し
合
う
ま
ち

公
明
党
昭
島
市
議
団 

松
原 

亜
希
子 

議
員

市
民
の
利
便
性
の
向
上

に
つ
い
て

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団 

佐
藤 

文
子  

議
員

市
施
設
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
泡
消
火
剤

総
点
検
を
求
め
た
が
、結
果
は
。

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

青
山 

秀
雄  

議
員

子
ど
も
の
権
利
条
例・オ
ス
プ
レ
イ

墜
落・Ａ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て

市議会を代表して、正副議長と基地対策特別委員会で、市とともに、横田基
地運用上の安全対策や国による一層の周辺環境への負担軽減策などを求め、７
月11日に、国に要請を行いました。

防衛省へ北関東防衛局へ

横 田 基 地 周 辺 整 備 に 関 す る 要 請

目の不自由な方に、市議会の活動を
よりよく知っていただくため、声の市
議会だより・点字市議会だよりを発行
しています。
ご希望の方は、議会事務局までご連
絡ください。
※ 声の市議会だよりは、デジタル録音図
書であるデイジー版をＣＤにて提供し
ています。

電話 042-544-4476（直通）

ご利用ください

　　声の市議会だより

　　　　点字市議会だより


